
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇校内研究の研究主題に基づい
た、職員の共通理解・共通実践。

〇研究主題に基づいて、理科・算
数科の授業を実践したと答えた教
師90％以上

・全職員が研究主題を理解し、目指す児童の
育成に向け、算数科・理科の教材研究・授業
実践に取り組む。 A

研究主題を全職員が理解し、研究授業や授業研究会を実施することが
できた。これから目指す児童の育成に向けて、更に取組を充実させてい
く。 A

・昨年度から2年間理数教育の研究指定校として教材研究や授業実践に
取り組んだ。職員全員が研究を自らの課題として捉え、主体的に取り組
むことができた。 A

・研究指定が終了した後に、この２年間の積み重ねを生かすことが大切と
思うので、継続できることは継続してほしい。
・職員全員で主体的に取り組むことができたことは今後にもつながるので
繰り返しの実践をお願いする。

・しっかり学ぶ子プロジェクト
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

○心に関するアンケートにおいて
肯定的な回答をした児童80％以上

・道徳教育や体験学習、奉仕体験などの様々
な活動や毎月の生徒指導の話などを通し、児
童の心に響く指導の充実を図る。

A

・心に関するアンケートで「友達と仲良く生活する」「道徳の学習で自分の
生活を振り返る」は、それぞれ92.3％、89.2％。今後も道徳科の授業にお
いて振り返りの時間を十分に確保し、児童がよい価値観や倫理観を形成
できるようにしていく。また、教師による承認や賞賛、励ましを継続してい
く。

A

・心に関するアンケートにおいて、「友達と仲良く生活する」98.6％、「道徳
の学習で自分の生活を振り返る」91.6％と高い達成率を示した。嬉野教育
の日に保護者参加型の道徳授業を各学年で実施するなど、授業の工夫
が成果につながった。今後も道徳科における振り返りの時間を確保し、承
認・称賛・励ましを通して、価値観や倫理観の形成を継続していく。

A

・引き続き他者への思いやり、尊敬する心をもてる児童になってほしいと思
います。
・各自の価値観を育むのはいろいろな体験を通じて生まれると思う。もっと
学びの日を作るのもいいかと思う。

・いたわる心プロジェクト

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめ防止等について、組織的
対応ができていると回答した教師
90％以上

・いじめ問題に関する体制を明確にし、報告・
連絡・相談を徹底する。
・必要に応じて、体制の見直しを行い、結果を
保護者にも周知する。 A

・いじめ防止等について、組織的対応ができていると回答した教師は、
100％。引き続き疑わしい事案や支援を要する児童の情報を共有し、報
告・連絡・相談を迅速に行い、組織的な対応を徹底していく。

B

・「いじめ防止等について、組織的な対応ができている」と回答した教師は
85.8％であった。未然防止に向けた取組や職員間での情報共有を継続し
てきたが、昨年度と比較すると14.2％低下している。この結果を課題とし
て捉え、今後も全職員が共通理解のもと、組織的な対応の一層の徹底を
図っていく。

B

・いじめ対応は組織で対応することが一番重要と考えるため、充実を図っ
てほしい。
・14.2％低下した原因を分析すればなすべき対策は自ずから明確になるの
ではないか。
・いじめがおきないように早期発見、対応に情報交換ができる組織づくりが
重要だと思う。

・いたわる心プロジェクト

●児童生徒が夢や目標を持ち、
その実現に向けて意欲的に取り
組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」と回答した
児童80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童
80％以上

・自己の成長や高まりを実感できるような関わ
りや声かけ（教師の評価）を行う。
・キャリア・パスポートを活用し、節目の時期に
児童が自身の変容や成長を自己評価できる
ようにする。また、その取組について、保護者
へ周知を図る。

A

・「先生は自分のよいところを認めてくれると思う」と回答した児童は
86.9％、「将来の夢や目標をもっている」と回答した児童は84.6％。
・年度末に1年間の目標を書いたものや学習したことを記録としてキャリ
アパスポートに記録するよう各学級担任に周知していく予定である。 A

・「先生は自分のよいところを認めてくれると思う」と回答した児童は
91.5％、「将来の夢や目標をもっている」と回答した児童は90.2％。中間評
価よりも肯定的に回答した児童が多くなった。
・2月末に行われる学級懇談会にて、保護者にキャリアパスポートを周知
することを学級担任に周知していく予定である。

A

・子供の意思を尊重し、精神的支援を行い、いろいろな体験も必要だと感じ
る。
・目標を見失った時の対処法や力を身に付ける方法も取り入れてみてはど
うか。

・特別活動主任
・総合的な学習の時間主任

○ふるさとを愛する思いにつなが
る取組の充実

○「嬉野のことが好きである」と回
答した児童80％以上

・「総合的な学習の時間」や地域コミュニティと
連携した活動を充実させる。また、活動後の
振り返りを記録させる。 A

・「嬉野のことが好きである」と回答した児童が91.6％で達成している。後
期も「総合的な学習の時間」や地域コミュニティと連携した活動を充実さ
せていく。 A

・「嬉野のことが好きである」と回答した児童が94.4％で達成している。
・しめ縄づくり・昔遊びなど地域コミュニティと連携し、児童と地域の方々が
関わる機会を設けることができた。 A

・嬉野は温泉、お茶、焼き物があり、他に負けない歴史があるので総合に
取り入れてもらい、大人になったときに嬉野で働いてもらいたい。
・地域コミュニティーとの連携がよくできていると思う。

・特別活動主任
・総合的な学習の時間主任

●「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

●「健康に良い食事をしている」児
童生徒90％以上

・学校栄養職員と担任による食育の授業、食
生活改善推進協議会と連携した授業や、食育
月間の取り組みの充実を図る。
・学校での取り組みを学校便り、学校HP、食
育だよりで積極的に発信する。

A

・食育の授業は計画的に行われている。６月に食育月間の取り組みも
行った。各学級で、授業や実践を行った。１１月に食育月間の２回目を予
定している。 A

・食育の授業は全クラスで行うことができた。
・食育月間は6月と11月に取り組むことができた。
・ふれあい弁当で学年に応じた家族の取り組みを呼びかけることができ
た。 A

・紛争で飢えに苦しむ乳幼児や母親父親の現状を学んだりして恵まれた食
生活のありがたさを知る取組や野菜作りを通し土、水、太陽の大切さを感
じてほしい。
・子供と一緒に料理を作る場を設けてみてはどうか。

バランス体プロジェクト

●運動習慣の改善や定着化 ●運動やスポーツを行う時間が１
週間で420分以上の児童生徒80％
以上

・月に数回、全校や学級で外で遊ぶ日を設定
したり、用具の充実を図ったりして、運動や遊
びに親しみをもって取り組めるようにする。 B

・熱中症アラートや昼休みの時間短縮により、外遊びをする児童が減少
している。運動やスポーツに登下校の徒歩の時間も含めるように変更す
る。 B

・昼休みの時間短縮により、外遊びをする児童が減少しているが、放課後
一緒に遊ぶ児童も増えてきている。
・なかなか外に出ない児童に運動を勧めるためにも、意図的に運動がで
きるように仕組んでいくことも必要である。

B
・熱中症等のことを考えると厳しい状況もあるが、機会の設定は必要と思
う。
・教室の中でも体操、ストレッチ等できるので授業前でも体感すると集中力
が増すのではないだろうか。

バランス体プロジェクト

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、
職員1人当たりの年次休暇の取得
日数１４日以上

・毎週水曜日を定時退勤日とし、１７時３０分に
は施錠を行う。
・長期休業中の行事、研修を精選し、年次休
暇取得がしやすい環境を作る。 B

・時間外在校等時間を守るため、工夫して働いていると回答した職員は
100％。個別にみると上限の45時間を超えている職員がいるので業務の
スリム化や効率化を組織的に進めていく必要がある。
・職員１人当たりの年次休暇の平均取得日数は、現在9.2日である。轟小
リフレッシュ休暇を導入し、平日にも年休取得しやすいようにしている。

A

・時間外在校等時間の縮減のため、工夫して働いていると回答した職員
は100％。業務のスリム化や効率化を組織的に進めた成果が出てきた。
・職員１人当たりの年次休暇の平均取得日数は、13.2日。轟小リフレッ
シュ休暇の導入、休んでもほかの職員がカバーできる体制が構築できた
成果が表れてきた。

A

・先生方の負担軽減のためにも今後も継続していただきたい。
・時間外在校時間の縮減のために子供との関わりがおろそかにならないよ
うに推進していただきたい。
・圧を感じている先生はいないだろうか。働き方改革は必要だが変更等に
は職員の熟議が欠かせないと思う。

教頭

○同僚性を大事にした職員の相
談体制の充実

○「同僚は相談しやすい」と答える
教師８０％以上

・毎日、出退勤時にその日の様子や体調等に
ついて会話をし、コミュニケーションをとる。
・「ほめる・励ます」ことを心がけ、相談しやす
い環境づくりを行う。

A

・92％が相談しやすいと回答している。職員同士が互いに助け合ったり
補い合ったりできるよう、引き続き相談しやすい集団の雰囲気づくりに努
める。 A

・92％が相談しやすいと回答している。職員同士が互いに助け合ったり補
い合ったりしながら１年間を過ごすことができた。

A

・相談しやすい環境で安心した。引き続き現状維持をお願いする。
・相談しやすい環境づくりを。子供と同様、声かけも必要ではないだろうか。

教頭・教務

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援教育に関する専門性が向
上したと回答した教師９０％以上

・特別支援教育に関する研修会を計画的に実
施する。
・気になる児童について全職員で情報共有
し、共通実践を行う。

A
・特別支援教育に関する専門性が向上したと回答した教師は100％。引
き続き、研修会や気になる児童の連絡会、ケース会議を行い、情報共有
を行ったり、支援方法を統一させたり、検討したりしていく。 A

・特別支援教育に関する専門性が向上したと回答した職員が 100 ％で
あった。職員研修や特別な配慮を必要とする児童の情報共有を したり、
ケース会議を随時実施したりして、個々の特別支援教育の専門性を向上
させる取組ができた。

A
・様々な特性や考え方を持つ人々が理解を深め、支えあうことを望む。専
門性を向上させる取組をお願いする。
・今まで以上に子に応じた支援が必要な子供が増えると思うので、これか
らもよろしくお願いする。

・特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ICT利活用教育の充実

○ICTを効果的に活用した教育活
動の充実

○ＩＣＴに関するアンケートにおい
て、肯定的な回答をした児童９０％
以上
○令和6年度よりも授業内でICTを
活用したと答える教員が80％以上
にする

・デジタルドリル等を活用した学習の充実
・ＩＣＴの活用方法について、基本的な操作方
法や実践事例等を共有する研修を定期的に
行い、指導の充実を図る。 A

・「タブレットを使うことで学習内容がより分かる」と回答した児童が93.8％
で、ICT活用が学習理解の促進に寄与している。職員に関しては、自発
的なICT活用が見られているので、活用事例の共有等を行っていく。

B

「タブレットを使うことで学習内容がより分かる」と回答した児童が88.8％
で、前回より5%低下した。タブレットの活用は進みつつあるので、学習内
容の定着のためのICT活用について、職員間で事例共有等を行う。

B

・これからの時代、ICTの活用は必要だと思うが、書いて覚えることも必要
だと思う。鉛筆をもって字を書くこと、計算式を紙に書いて計算することも必
要なことだと思う。
・活用することだけにならないようにお願いする。

・情報教育推進リーダー

○小中連携

○小中連携による学力向上の推
進

○中学校区で定めた学力向上の
取組を達成した教師の９０％以上

・家庭学習強化週間の取組を行い学習習慣
の定着化を図る。

B
家庭学習強化週間の取組は行うことができている。8月に小中連携の話
し合いが行われたため、中学校区で定めた学力向上の取組は、まだ十
分に共有することができていない。 A

・家庭学習強化週間を２回実施することができた。また、小中連携で決定
したタブレットを活用した宿題の推進についても、職員に周知を図ることが
できた。一方で、学年によっては実施が難しい状況も見られた。 A

・学力向上に向けた授業改善の振り返りは重視を続けてほしい。褒められ
ると子供は伸びると思う。
・小中連携による学力向上の推進は、小中それぞれの基礎力アップだと思
う。

・学力向上対策コーディネー
ター
・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・最終評価において、３項目がおおむね達成、それ以外は十分達成という評価になった。次年度は全項目、十分達成を目指し、学校関係者評価でいただいた意見を参考に、成果指標や取組内容を見直し、達成に努めたい。
・全ての項目における取組について、家庭や地域にその内容を積極的に発信する。そして、子ども、保護者、教職員や地域の方々が、それぞれの立場でより良い学級・学校・地域をつくるために、自分たちにできることを考え、学校教育目標である「みんながつくる　みんなの学校　～自ら学び、「ミライ」をつくる～」の実現に努める。
・地域コミュニティとの連携・協働をさらに推進し、ふるさと轟の「人・もの・こと」に学び、誇りをはぐくむ「嬉野学」の実践を進めていく。
・今後も働き方改革を進めつつ、子ども主体の学びをさらに推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・最終評価において、２項目がおおむね達成、それ以外は十分達成という評価になった。すべて、十分達成を目指し、学校関係者評価でいただいた意見を参考に評価指標や取組内容を見直し、達成に努めたい。

・すべての項目における取組について、家庭や地域にその内容を積極的に発信し、家庭や地域と連携して学校教育目標の実現に努める。

・地域コミュニティとの連携を図り、児童の体験活動を充実させ、ふるさとを愛する児童の育成に努める。

２　学校教育目標 夢を持ち、ふるさとを愛し、生き生きと学ぶ轟っ子の育成　～高い志をもつ、持続可能な社会の創り手とするために～

３　本年度の重点目標 ①主体的な学びと豊かな表現力の育成　②心に響く生徒指導及び特別支援教育の充実　③健康で、逞しい体づくり　④地域コミュニティとの連携・協働による社会に開かれた教育課程の推進

学校名 嬉野市立轟小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


